





















































的支え合い 2)グループの成功への個人の責任 3)相互交流の同時進行 4)平咋な参加(役
割分担) 5)多様なメンパーの協調の技能 7)グルー プ。の自律性 8)評価、の8項目を挙
げている。木研究のめざす制動学習は、ジエイコブズらの示す上記の協働学習の要件を踏襲し
ていると考える。(各項目についての考察は第6節で述べる。)
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ツキー (2001)11の提唱するZPD(Zone ofProximal Development)理論に基づき、一人では解決で
きなかった課題も仲間と協働して取り組むことによって解決の道をみつけ、「わかった」とし、う
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